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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年5月24日(2012.5.24)

【公表番号】特表2011-524023(P2011-524023A)
【公表日】平成23年8月25日(2011.8.25)
【年通号数】公開・登録公報2011-034
【出願番号】特願2011-511839(P2011-511839)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｆ   7/027    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/004    (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ   9/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ  11/22     (2012.01)
   Ｈ０１Ｊ  11/34     (2012.01)
   Ｃ０８Ｆ  30/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｆ   7/027   ５０２　
   Ｇ０３Ｆ   7/004   ５０１　
   Ｇ０３Ｆ   7/004   ５０５　
   Ｈ０１Ｊ   9/02    　　　Ｆ
   Ｈ０１Ｊ  11/02    　　　Ｂ
   Ｃ０８Ｆ  30/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月27日(2012.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　感光性ペーストであって、ガラスフリット；有機バインダー；重合性モノマー；光重合
開始剤；および有機溶媒を含み、重合性モノマーの少なくとも一部分は下記構造を有する
感光性ペースト。
【化１】

（式中、－Ｒ1、－Ｒ2、－Ｒ3はエチレン性不飽和二重結合を有する架橋基である。）
【請求項２】
　伝導性粉末をさらに含む、請求項１に記載の感光性ペースト。
【請求項３】
　感光性ペーストの全重量を基準にして、伝導性粉末の含有量が５０～７５重量％であり
、ガラスフリットの含有量が０．５～１０重量％であり、有機バインダーの含有量が５～
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２５重量％であり、重合性モノマーの含有量が１～１５重量％であり、光重合開始剤の含
有量が３～１５重量％であり、有機溶媒の含有量が５～１５重量％である、請求項２に記
載の感光性ペースト。
【請求項４】
　黒色顔料、および任意選択により伝導性粉末をさらに含む、請求項１に記載の感光性ペ
ースト。
【請求項５】
　感光性ペーストの全量を基準にして、伝導性粉末の含有量が０～１．５重量％であり、
黒色顔料の含有量が５～２０重量％であり、ガラスフリットの含有量が１５～４０重量％
であり、有機バインダーの含有量が５～２０重量％であり、重合性モノマーの含有量が３
～１２重量％であり、光重合開始剤の含有量が５～１５重量％であり、有機溶媒の含有量
が１０～２５重量％である、請求項４に記載の感光性ペースト。
【請求項６】
　感光性ペーストが絶縁ペーストであり、かつ感光性ペーストの全量を基準にして、ガラ
スフリットの含有量が２０～８０重量％であり、有機バインダーの含有量が５～２０重量
％であり、重合性モノマーの含有量が３～１２重量％であり、光重合開始剤の含有量が０
．１～１０重量％であり、有機溶媒の含有量が５～２０重量％である、請求項１に記載の
感光性ペースト。
【請求項７】
　重合性モノマーが、トリ－２－（メタ）アクリロイルオキシエチルホスフェート、トリ
－２－（メタ）アクリロイルオキシプロピルホスフェート、トリ－２－（メタ）アクリロ
イルポリ（オキシエチル）ホスフェート、およびトリ－（メタ）アクリロイルポリ（オキ
シプロピル）ホスフェートからなる群から選択される、請求項１に記載の感光性ペースト
。
【請求項８】
　前記構造を有する重合性モノマーが、重合性モノマーの全重量を基準として１～１０重
量％である、請求項１に記載の感光性ペースト。
【請求項９】
　電気デバイスのパターンを製造する方法であって、
　ガラスフリット；有機バインダー；重合性モノマー；光重合開始剤；および有機溶媒を
含む感光性ペーストをコーティングするステップであって、重合性モノマーの少なくとも
一部分が下記構造を有するステップと

（式中、－Ｒ1、－Ｒ2、－Ｒ3はエチレン性不飽和二重結合を有する架橋基である。）；
　コーティングしたペーストを乾燥するステップと；
　コーティングしたペーストを露光して、重合を選択的に進行させるステップと；
　コーティングしたペーストを現像して、パターンを形成するステップと；
　得られたパターンを焼成するステップと
を含む電気デバイスのパターンを製造する方法。
【請求項１０】
　重合性モノマーが、トリ－２－（メタ）アクリロイルオキシエチルホスフェート、トリ
－２－（メタ）アクリロイルオキシプロピルホスフェート、トリ－２－（メタ）アクリロ
イルポリ（オキシエチル）ホスフェート、およびトリ－（メタ）アクリロイルポリ（オキ
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シプロピル）ホスフェートからなる群から選択される、請求項９に記載の電気デバイスの
パターンを製造する方法。
【請求項１１】
　前記構造を有する重合性モノマーが、重合性モノマーの全重量を基準として１～１０重
量％である、請求項９に記載の電気デバイスのパターンを製造する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
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【表１】

　本出願は、特許請求の範囲に記載の発明を含め、以下の発明を包含する。
（１）　感光性ペーストであって、ガラスフリット；有機バインダー；重合性モノマー；
光重合開始剤；および有機溶媒を含み、重合性モノマーの少なくとも一部分は構造内にリ
ン原子を含有する感光性ペースト。
（２）　伝導性粉末をさらに含む、（１）に記載の感光性ペースト。
（３）　感光性ペーストの全重量を基準にして、伝導性粉末の含有量が５０～７５重量％
であり、ガラスフリットの含有量が０．５～１０重量％であり、有機バインダーの含有量
が５～２５重量％であり、重合性モノマーの含有量が１～１５重量％であり、光重合開始
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剤の含有量が３～１５重量％であり、有機溶媒の含有量が５～１５重量％である、（２）
に記載の感光性ペースト。
（４）　黒色顔料、および任意選択により伝導性粉末をさらに含む、（１）に記載の感光
性ペースト。
（５）　感光性ペーストの全量を基準にして、伝導性粉末の含有量が０～１．５重量％で
あり、黒色顔料の含有量が５～２０重量％であり、ガラスフリットの含有量が１５～４０
重量％であり、有機バインダーの含有量が５～２０重量％であり、重合性モノマーの含有
量が３～１２重量％であり、光重合開始剤の含有量が５～１５重量％であり、有機溶媒の
含有量が１０～２５重量％である、（４）に記載の感光性ペースト。
（６）　感光性ペーストが絶縁ペーストであり、かつ感光性ペーストの全量を基準にして
、ガラスフリットの含有量が２０～８０重量％であり、有機バインダーの含有量が５～２
０重量％であり、重合性モノマーの含有量が３～１２重量％であり、光重合開始剤の含有
量が０．１～１０重量％であり、有機溶媒の含有量が５～２０重量％である、（１）に記
載の感光性ペースト。
（７）　重合性モノマーが次式：
【化１】

（式中、－Ｒ1、－Ｒ2、－Ｒ3は独立に、－Ｈ、アルキル、アリール、またはエチレン性
不飽和二重結合を有する架橋基であり、－Ｒ1、－Ｒ2、および－Ｒ3の少なくとも１つが
、エチレン性不飽和二重結合を有する）
を有する、（１）に記載の感光性ペースト。
（８）　重合性モノマーが、モノ－２－（メタ）アクリロイルオキシエチルホスフェート
、ジ－２－（メタ）アクリロイルオキシエチルホスフェート、トリ－２－（メタ）アクリ
ロイルオキシエチルホスフェート、モノ－２－（メタ）アクリロイルオキシプロピルホス
フェート、ジ－２－（メタ）アクリロイルオキシプロピルホスフェート、トリ－２－（メ
タ）アクリロイルオキシプロピルホスフェート、モノ－（メタ）アクリロイルポリ（オキ
シエチル）ホスフェート、ジ－（メタ）アクリロイルポリ（オキシエチル）ホスフェート
、トリ－２－（メタ）アクリロイルポリ（オキシエチル）ホスフェート、モノ－（メタ）
アクリロイルポリ（オキシ）プロピルホスフェート、ジ－（メタ）アクリロイルポリ（オ
キシプロピル）ホスフェートおよびトリ－（メタ）アクリロイルポリ（オキシプロピル）
ホスフェートからなる群から選択される、（１）に記載の感光性ペースト。
（９）　重合性モノマーの全重量を基準として１～１０重量％の重合性モノマーが、構造
内にリン原子を含有する、（１）に記載の感光性ペースト。
（１０）　電気デバイスのパターンを製造する方法であって、
　ガラスフリット；有機バインダー；重合性モノマー；光重合開始剤；および有機溶媒を
含む感光性ペーストをコーティングするステップであって、重合性モノマーの少なくとも
一部分は構造内にリン原子を含有するステップと；
　コーティングしたペーストを乾燥するステップと；
　コーティングしたペーストを露光して、重合を選択的に進行させるステップと；
　コーティングしたペーストを現像して、パターンを形成するステップと；
　得られたパターンを焼成するステップと
を含む電気デバイスのパターンを製造する方法。
（１１）　重合性モノマーが次式：
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【化２】

（式中、－Ｒ1、－Ｒ2、－Ｒ3は独立に、－Ｈ、アルキル、アリール、またはエチレン性
不飽和二重結合を有する架橋基であり、－Ｒ1、－Ｒ2、および－Ｒ3の少なくとも１つが
、エチレン性不飽和二重結合を有する）
を有する、（１０）に記載の電気デバイスのパターンを製造する方法。
（１２）　重合性モノマーが、モノ－２－（メタ）アクリロイルオキシエチルホスフェー
ト、ジ－２－（メタ）アクリロイルオキシエチルホスフェート、トリ－２－（メタ）アク
リロイルオキシエチルホスフェート、モノ－２－（メタ）アクリロイルオキシプロピルホ
スフェート、ジ－２－（メタ）アクリロイルオキシプロピルホスフェート、トリ－２－（
メタ）アクリロイルオキシプロピルホスフェート、モノ－（メタ）アクリロイルポリ（オ
キシエチル）ホスフェート、ジ－（メタ）アクリロイルポリ（オキシエチル）ホスフェー
ト、トリ－２－（メタ）アクリロイルポリ（オキシエチル）ホスフェート、モノ－（メタ
）アクリロイルポリ（オキシ）プロピルホスフェート、ジ－（メタ）アクリロイルポリ（
オキシプロピル）ホスフェートおよびトリ－（メタ）アクリロイルポリ（オキシプロピル
）ホスフェートからなる群から選択される、（１０）に記載の電気デバイスのパターンを
製造する方法。
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